
 

新居浜市議会 市民との意見交換会における主な意見・要望等 
                                                          平成２５年１１月２１日 

意見・要望等の内容 当 日 の 回 答 

◎市政だよりのページを増やして、細かい議会情報を載せてほしい。 ◎市政だよりの中で議会情報のページを充実していく方向で取り組んでいきた     

いと思います。（→ 市政だより平成26年４月号から市議会だよりとして実施） 

◎市民との意見交換会について、会場に議会の象徴となる旗を掲げるなどした 

らよいと感じた。 

◎今後検討していきたいと思います。 

◎市民との意見交換会について、配席を例えば円にするなど、参加者が意見 

を言いやすいようにしてみてはどうか。 

◎今回は第１回目ですので、いただいた御意見も踏まえて考えていきたいと思 

います。 

◎議会の本会議傍聴について、傍聴者数は平成24年度年間222人とのことだ 

が、なかなか行く気にならない。議会は待ちの姿勢ではだめだと思う。もう少

し来てもらうための工夫をすれば、議会と市民との距離が縮まり、もっと情報

交換ができるのではないかと思う。 

 

◎これから超高齢化社会を迎えるにあたり、今から30代、40代、50代が主役に 

なっていかないといけない。市議会議員にもこれから20代、30代、40代がもっ 

と出ていくべきだと思う。特に若い議員さんには、若い世代、ミドルエイジに向 

けた提案をしていただきたい。 

 

◎前回の市議会議員選挙の際、選挙カーを出さないという申し合せをして、そ 

れを美徳のように選挙運動でうたっていた候補者もいたが、４年に１度の選 

挙なのに、果たしてそれがいいのかどうかと思う。 

 

◎市政だよりについて、若い世代にもわかるよう、表現をもう少しやわらかくし 

たり、デザインを豊かにしたりするなど工夫が必要だと思う。 

 

◎市民体育館について、開館時間になるまで開けてくれず、雨が降っていても 

外で待たされることがあるので、人件費等の予算をつけて改善していただき

たい。 

◎開館時間については、あまり杓子
し ゃ く し

定規にしないよう柔軟な対応をお願いして 

おりますが、これからも皆さんの御意見を届けていきたいと思います。 



 

 

意見・要望等の内容 当 日 の 回 答 

◎学校給食について、自校方式を続けてほしい。 ◎議会においても議論していきたいと思います。 

◎デマンドタクシーについて、エリア外であっても大きな病院までは乗り換えを 

せず行けるようにしてもらえたらありがたい。 

 

◎平成23年１月から試験運行が開始され、少しずつ皆様の御意見が取り入れ 

られているのが今の状況です。今後、市長側に要望していきたいと思いま

す。 

◎デマンドタクシーについて、路線バスとの兼ね合いをどのようにしていくのか。 

また、自宅がバス停から半径 300 メートル以内であれば利用できないが、山 

越えをしないといけない世帯もあるため、地理的なことも考慮してもらいたい。 

◎デマンドタクシーは、最低限必要な生活交通の確保のための措置だと思いま 

す。今後もバスの運行路線とバスが運行していない所、この２つの柱で交通

体系を考えていかなければならないと思います。 

◎環境問題について、異常な速さで温暖化が進んでいる中、今までは発生抑 

制のことばかり議論されて、ＣＯ２を吸収する立場での考え方がない。一番身

近でＣＯ２を吸収してくれるのは稲作である。農業がつぶれたらＣＯ２削減がで

きなくなる。そういう観点から環境行政を考えていただきたい。 

 

◎自治会内でカーブミラーが錆びていて、電源がないところなので錆を取るた 

めに発電機が要り、塗料も必要なので、その補助を道路課にお願いしたが、

そのような補助はしていないとのことであった。補助をお願いしたい。 

◎御要望があったことについては、道路課へお伝えいたします。 

 

◎以前、子供のフットサルで小学校の体育館を使用させてもらっていたが、体 

育館が非常に傷むということで使えなくなり、市外の施設へ行かないといけ

なくなっている。体育館を使用させてほしい。 

 

◎別子山簡易水道工事について、大成地区は平成25年４月から供用開始とい 

うことだったが、工事が遅れて未だに完成に至っていない。市はどのくらいの

予算でどういうふうな契約をして工事をさせているのか。取水口について、最

終的にどういうふうな取水の仕方をするのか。 

◎このことについては、場所なども含め、後で詳しくお話をお聞きして、市長側 

に伝えて御報告いたします。 

 

◎中国との国際交流のために予算を使うことについて、果たして必要なのかど 

うか疑問に思う。 

 


